
シンポジウムにおける県立前橋高等学校鉄道研究部からの提案について 

 

○概要 

１２月２３日に実施の「公共交通の将来を考えるシンポジウム」において、県立前橋高

等学校鉄道研究部から「公共交通の行先表示の細分化」についてご提案をいただいた。

具体的には、バスの行き先が直感的に分かりづらいという内容を中心に、施設名を行先

表示やバス案内に記載し、目的地を明確にすることで、バス利用に対するハードルを払

しょくできるという提案であった。 

 

これを踏まえ、以下２件のバス案内の分かりやすさの向上における施策を実施するも

の。 

 

１ 県立前橋高校最寄りのバス停留所の名称の変更 

以下のとおり、停留所の名称を変更する。 

（１） 荻窪公園線 「下沖町」 → 「県立前橋高校北」 

（２） 城南運動公園線 「片貝」 → 「県立前橋高校南」 

変更日 令和８年４月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後、本件以外にも、別の学校、施設等、利用者の視点に立った分かりやすい停留

所名となるように継続して検討を行う。 

 

 

 

 

 

県立前橋高校 
 

資料３ 



２ 前橋駅北口のバス乗り場の案内の充実 

前橋駅北口の各バス乗り場に行先の案内板を設置する。（３月下旬施工予定） 

設置案内板イメージは別添のとおり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、駅北口を出た正面にも全体のバス案内看板を設置しているが、バス乗り場の現

地でも行先を確認できるほか、普段バスを利用せずに通りすぎる方々にも目に留まるよ

うな工夫を行い、イメージ戦略としての効果もあわせて狙うもの。 

【参考：拡大イメージ】 
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